令和６年度　学校経営方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐世保市立吉井北小学校＊感性豊かな心の育成
＊相手と相互に分かり合う心の育成
＊感謝する心の育成
＊健康な体つくりを自ら養う
＊耐性と柔軟さのバランス
＊コミュニケーション力の育成
＊確かな学力の育成
＊自ら学ぶ児童の育成
＊創造力・発信力の育成
学校教育目標：夢に向かって自ら学び、豊かな心と強い体をはぐくむ児童を育てる
　長崎県及び佐世保市の教育方針の基づき、本校の歴史と伝統を踏まえ、地域・家庭の実情ならびに児童の実態に即して、人間性豊かで２１世紀をたくましく生き抜くために、自主性と社会性に富んだ自立した児童の育成をめざす。
そのためには、全教職員が教育者としての使命感と責任を自覚し、深い教育愛とすぐれた指導力を身に付け、組織的な力を結集して本校教育の充実・発展に努める。
【よ】よく考える子　　　　　【し】しんせつな子　　　　　【きた】きたえる子


学校経営スローガン　３つの「えがお」で高め合おう
　　　　　　　　　　～じぶん・なかま・みんな～


めざす教師像
めざす子ども像
めざす学校像
・愛情豊かな教師
・信頼される教師
・共に高め合う教師

重点指導事項
・思いやりのある子ども
・すすんで動く子ども
・ふるさと、学校を愛する子ども
・やるき、活気のある学校
・節度ある落ち着いた学校
・笑顔に満ちた温かい学校

	[bookmark: _Hlk98709415]【よ】よく考える子　
〇確かな学力の育成
〇主体的・対話的に学ぶ児童の育成
〇語彙力、読解力、表現力の育成
〇キャリア教育の充実
〇系統性のある地域学習の充実
〇読書活動、学習への活用の充実
〇一人一台端末の効果的活用
〇外国語活動の充実
	【し】しんせつな子
〇基本的生活習慣の確立
〇心の教育の充実
〇コミュニケーション力の育成
〇特別支援教育の充実
〇生徒指導の充実
〇ふるさと愛、愛校心の育成
〇俳句創作の充実と発信
〇地域・家庭との協働
（共に支え合うコミュニティ作り）
	【きた】きたえる子
〇安全指導の充実
〇外遊びの奨励
〇健康教育の充実
〇メディアコントロールの充実
〇食育指導の充実
〇感染予防の充実
〇教育環境の充実



学校教育目標の実現に向けたキーワードは　<共有・協働・支持> 
〇目標の共有　　　　　　　　　〇参画意識の共有　　　　　　〇一人一人が当事者であることの共有
〇担当を尊重し協働　　　　　〇研修をとおして協働　　　　〇地域関係者、保護者との協働
〇主体的な活動への支持 　〇多様な考え方への支持 　〇挑戦し、学んでいくことへの支持

重点指導事項について

	【よ】よく考える子　

〇確かな学力の育成
・基礎的基本的内容の習得
　・付けたい力を明確にした授業
　・学習規律の確立
　・ICTの効果的運用
　・自主学習の勧めと家庭学習の充実
〇主体的・対話的に学ぶ児童の育成
・なぜ？を大切にした授業
　・課題、見通し、ゴールの流れ
　・表現力の育成（場の設定と相手意識）
　・達成感を得る取組（肯定的評価）
　・ICT、思考ツール、話合いルール
〇読解力、表現力の育成
・読解力向上プランの導入
・課題追求へのスキルの育成
　・言語事項の理解と活用
　・図書館との連携
〇キャリア教育の充実
・地域人材の活用（GT、授業支援）
　・夢、憧れの醸成（150周年事業）
〇地域学習の充実
・総合的な学習の時間の精選
　・地域素材の活用（歴史と文化）
〇読書活動の充実
・学校司書の活用
　・読書量（各学年目標）
　・質の向上と学習活用（選書の勧め）
〇一人一台端末の効果的活用
・個別最適化への活用と見取り
　・利活用ルールの徹底
　・系統性のあるスキル向上
〇外国語活動の充実
・文化を含めた外国語への興味と理解
　・系統性ある高まり
・活動を心から楽しむ　 
	【し】しんせつな子

〇基本的生活習慣の確立
・あいさつの習慣化
　・時間を守る
　・返事と目を見て聞く
　・忘れ物、提出物の意識
〇心の教育の充実
・考え、議論し、実践に生かす
道徳授業
　・自分なりの考えを大切にする
　・思いを言葉にする
　・人権、平和教育の充実
　・思いやりのある言葉のシャワー
〇コミュニケーション力の育成
・人間尊重の精神の涵養
　・互いの考えを尊重
〇特別支援教育の充実
・情報の共有と組織的対応
　・コーディネーターの有効活用
　・特支の視点を踏まえた児童への対応技能
〇生徒指導の充実
・ルールを守る指導の徹底
　・時と場に応じた言葉づかい
　・児童の多角的観察と共感的理解
〇ふるさと愛の育成
・地域のことを地域の人と学ぶ
　・地域の人への感謝
　・児童がふるさとにできること
　・保幼小中との連携（特に小小）
〇俳句創作の充実
・感性を育む（子どもの視点）
　・言葉の厳選
〇地域・家庭との協働
・地域活動への積極的参加
　・家庭との連携（信頼と協働）
　・PTA活動の充実
	【きた】きたえる子

〇安全指導の充実
・登下校の安全
　・室内や校舎内の過ごし方
　・危機管理の対応
〇外遊びの奨励
・自由遊び、縦割り遊びの推進
〇ながさき体力向上プランに基づいた体育指導（柔軟・瞬発・持久）
〇健康教育の充実
・保健指導の充実
　・早寝、早起き、朝ご飯
　・病気やけがの予防
〇メディアコントロールの充実
・メディア研修会の実施
　・リテラシー教育の充実
　・保護者との連携
　・自主的な研修受講
〇食育指導の充実
・食物アレルギー対応
　・フッ化物洗口への対応
  ・食と成長、栄養の学び
〇感染予防の充実
・感染拡大のための迅速な対応
　・状況に応じた適切な対応
〇教育環境の充実
・備品、物品の整理と補充
　・時季、目的に応じた掲示
　・啓発、広報の充実
〇言葉を鍛える
　 ・俳句活動（語彙の拡がり）
　 ・漢字の活用、言語領域の充実
　 ・音読と暗唱の充実
　 ・「書く」力の醸成





R６年度　新学期スタートにあたって
令和６年４月１日
吉井北小学校長　佐々　恭
１　小学校の役割は，社会に通用する自立した人間の基礎を育てることです。
　子供の自立と社会性は、「主体的、対話的で深い学び」をとおして育まれます。教職員として、子どもの思いや悩みを共感的に汲み取り、特別支援や人権教育の立場に立って実践を通し、自身の力量を伸ばしていきましょう。
　子供の成長は一朝一夕に伸びるものではありません。日頃の積み上げやポイントを押さえた指導や支援が大切になります。学習規律や学習習慣も一年先のゴールを見据え、スモールステップで一歩一歩伸ばしていきましょう。また、保護者は、子供を伸ばしていく「良きパートナー」です。まずは信頼関係の構築から。そして互いに理解と信頼を深めながら連携して子供を育てていきましょう。

２　子供が安心して過ごすことができるのは、約束を守り合う集団をつくることです。
　社会は規律で守られています。学校は小さな社会ですので、規律が守られるべき世界です。規律が守られないまま放置されれば、そこにいる子供たちは不安になり、内に閉じこもったり苛立ったりして、不安なまま何も手につかなくなっていきます。学校のきまりや人として当たり前のふるまいは、当然守られなければなりません。不安を生じさせないことが重要です。きまりや言葉づかいには、特に注意して指導していきます。

３　自主性・主体性を育てる上で仲間がつながりあうことが大切です・・・「えがお」を大切にした学校経営
　新しい学力の核は「主体的・対話的で深い学び」を授業を中心に展開することです。しかし、自分よがりの自主性・主体性では、同じ方向に向かって児童が学びあう姿は実現しません。根底に「自分はみんなから認められている」承認の欲求と自己有用感が必要です。互いの思いを受け止めながら、その中で自分の意見を述べ合い、それぞれで高めあう集団作りをしなくてはいけません。教師は、まず、一人ひとりを見取りながら、学校経営方針に基づき、母体となる学級経営を充実させましょう。支えあう集団として、自主性、主体性、そして対話活動を入れた深い学びを追求していきましょう。
　また、職員同士が共に喜び、共に悩み、共に伸びていく・・そんな職員室を作り上げましょう。

４　危機管理意識をもつことは、働き方改革につながります。
　問題行動や心の悩みに関する子供の変化は、必ずサインがあります。そのサインを見逃さない危機意識をもちましょう。
　危機を感じたらすぐに共有し、チームで対応していきます。保護者ともしっかりと連携をします。迅速に行動することで、保護者の信頼も厚くなり、ひいては、私たちの業務も効率よく進めることができます。
　疑問が起こると、不安が生じます。不安が募ると不満へと発展します。更にそれが保護者と学校の確執を生みます。
　「ほんのちょっとしたこと」へ早めに対応する。素直に謝る。すぐに解決に向けて取り組む・・。このことが保護者の信頼を勝ち取る一番の方法です。

５　未来のこの地域を担うのは、子供たちです。
学校再編の折、今こそ愛校心やふるさとを愛する心を醸成する時です。学習の中で、生活の中で、教師の話の中で
意図してふるさとの未来を考える機会をもち、将来に向けて吉井を愛する子供を育てていきましょう。

６　世界とともに生きる人材育成のために・・外国語教育、ICT教育の推進
　グローバルな社会と将来を見据えて、国際理解と情報活用能力を伸ばしていくことは必須事項です。学習の中でICT
[bookmark: _GoBack]をスムーズに活用していく力は、将来のキャリア決めていく上でも身に付けてはおかなくてはいけないスキルです。また、世界的視野に立った学びを構築することにより、議論、思考していく中で「みんながえがおになる世の中にするにはどうすればよいか」という考えに立って社会に貢献する人材が育ちます。全ての者が有意義な人生を送ることを目標にしましょう。
